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1979年(昭和54年) 6 ⽉ 9 ⽇⽣まれ

摂津市⽴別府⼩学校
摂津市⽴第四中学校
⼤阪府⽴吹⽥⾼等学校 46 期⽣(野球部)
--- 所属 ---
吹⽥東ライオンズクラブ
吹⽥商⼯会議所 ⻘年部 YEG
吹⽥第⼀⼩学校 PTA 会⻑ ( 令和 5 年度 )
吹⼀⼩おおぞら保護者会 会⻑ (令和5年度)
吹⼀⼩ 150 周年記念式 実⾏委員⻑
だんじり議連
⼤阪拉致議連
⾼浜神社 ⽒⼦総代 ( 吹⽥市旭町 )

吹⽥市議会議員
⼤阪維新の会・吹⽥

⾼村 将敏
(たかむらまさとし)

〒564-0027
⼤阪府吹⽥市朝⽇町 15-32

TEL. 06-6556-6974
FAX. 06-7632-3373

LINE. takamura2525

MAIL. info@takamura.club
WEB. http://takamura.club/

プロフィール

⾼村まさとし事務所では、後援会員や⼀緒に活動して頂けるボランティアを募集しております
「ここ⼀番」という時に皆様の⼒が必要です︕どうか⾼村まさとしに⼒を貸してください。

・ポスティング・事務作業・ポスター貼り換え作業など、お⼿伝い頂けるボランティアスタッフ
・ご⾃宅・事務所・駐⾞場などに看板の設置やポスターを貼らせて頂ける⽅

・後援会にご⼊会いただける⽅(⼊会⾦・年会費不要です。)

皆様のご⽀援・ご協⼒を頂きたく思いますので、どうかよろしくお願い申し上げます。
直接本⼈に⾔って頂いても結構ですし、メール・LINE・FAX・お⼿紙...なんでも結構です︕ご連絡お待ちしております。

吹⽥⽀部⻑・⼤阪府議会議員 衆議院議員
奥下剛光 ( おくしたたけみつ )
元内閣総理⼤⾂ 宮澤喜⼀ 秘書 
元外務副⼤⾂ 逢沢⼀郎 秘書 
元⼤阪府知事・元⼤阪市⻑ 橋下徹 秘書 
⼤阪府第七選挙区⽀部⻑

杉江友介 ( すぎえゆうすけ )
平成 23 年府議会議員選挙で初当選
現在４期⽬
⼤阪維新の会 府議団 幹事⻑
⼤阪維新の会 総務会⻑

市政相談
受け付け中

LINE

9 ⽉ 13 ⽇から 10 ⽉ 10 に開会されました 7 ⽉定例会では、主に以下の予算が議決されました。

英語指導助⼿ (ＡＥＴ) の令和６年度以降の派遣を増員 ( 債務負担⾏為 約 9,700 万円増額 )

中学校部活動の外部委託の試⾏実施 (5 校 5 部活 )( 債務負担⾏為 約 3,877 万円 )

市⺠サービスコーナーの廃⽌に伴う不要となる備品等の収集運搬及び廃棄 ( 約 225 万円 )

市⺠課窓⼝業務の整理及び⼀部業務の⺠間委託化 ( 債務負担⾏為 約 2,539 万円 )

本市が⽬指す、健康寿命の延伸に向けたまちづくりとの親和性が⾼いスイスと国際交流を通した、
万博国際交流プログラムによるシティプロモーションの実施 (400 万円 )

杉

議会報告
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[発⾏者] ⾼村まさとし後援会事務所
〒564-0027 ⼤阪府吹⽥市朝⽇町15-32

※当チラシは政務活動費は使⽤しておりません。 吹田市議会議員吹田市議会議員会議員会議員員員議員員会会議員
令和 5 年 (2023 年 ) 7 ⽉定例会が開催されました

だるまさんが遅れて到着︖
家
に
帰
る
と
息
⼦
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

﹁
選
挙
の
時
に
作
る
っ
て
⾔
う
て
た
け
ど
︑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遅
く
な
っ
て
ご
め
ん
ね
︕
﹂

⾃
分
で
⾊
塗
っ
て
︑
習
っ
て
な
い
漢
字
書
い
て
て…
︑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽗
ち
ゃ
ん
仕
事
頑
張
る
わ
︕

そ
れ
に
し
て
も
︑
コ
レ
か
わ
い
い
な
笑

必
勝
と
い
う
戦
い
を
連
想
す
る
よ
り
癒
し
に
な
り
ま
す
︒

⼤阪維新の会が筆頭提案者となった市会議案が全会⼀致で可決されました

吹⽥市⼿話⾔語の普及及び障害者の意思疎通⼿段の利⽤を促進する条例

<< 条例⽂の要約 >>
障がい者のコミュニケーション⼿段は多様であり、障害の特性に応じた適切な⼿段を選択できる環境
整備が必要である。
本市は、⼿話への理解を促進し、多様なコミュニケーション⼿段の利⽤しやすい環境を整備すること
で、障がい者の社会参加を促進し、共⽣社会の実現を⽬指す。
具体的には、⼿話通訳者の配置や要約筆記の提供など、障害者が情報を取得しやすい環境を整備し、
多様なコミュニケーション⼿段に関する教育や啓発を実施することで、障がい者のコミュニケーショ
ンを⽀援する。さらに、障がい者が社会参加しやすい環境を整備する。
これらの対策を進めることで、障がい者が社会で活躍し、すべての⼈が共⽣できる社会を実現するた
めに条例を制定するものである。

この議案は、全会派が提案者となっており、⼤阪維新の会が筆頭提案者として上程されました。
反対の意⾒も出ない討論の時に、提案者でありながら賛成意⾒を⻑々と述べた会派が2会派あり、この
条例提案を⾃分たちのパフォーマンスに使われ、せっかく全会派で送り出した議案でしたが残念であ
ります。


